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論　文

問題の所在

地役権とは，自己の土地の便益のために，他

人の土地を利用する権利である（民 280 条）。

公道に至るために他人の土地を通行する通行地

役権が日本では主となり，設定契約や取得時

効，相続などによって取得する。しかし地役権

は近隣間で設定される権利であるので，明確に

契約を結ぶ，ましてや登記を請求するというこ

とは実際には難しく，実態としてそれらしい権

利が認められているというケースが多い。そこ

で，明確な意思表示による契約がなく，時効な

どその他の取得原因も存在しない場合に，目の

前にある利用実態をいかに保護するかが問題と

なる。判例では，状況などから当事者間で黙示

的に地役権の合意がなされたと判断して，地役

権を認める理論構成を構築してきた。

この黙示の合意という構成は，明文の規定が

なく，裁判の中で確立されたものである。しか

し裁判では様々な個別的事情が考慮されるた

め，いかに客観的な基準を提示するかが問題と

なる。さらに平成 10 年に，黙示の地役権と登

記に関する最高裁判決が２件下された。本稿で

は，日本において黙示の合意による設定がどの

ような基準で判断されてきたのかを中心に，地

役権という権利の本質と問題点を明らかにする

ことを目的とする。

１．日本の地役権制度

１－１．地役権とは

地役権の起源はローマ法にさかのぼる。ロー

マ法には所有権とともに他物権である役権とい

う概念が存在していた。役権の起源を明確に示

すことはできないのだが，土地所有権観念が

徐々に確立し，土地が分筆されるようになると，

道路や水路の確保が問題となり，そこで社会全

体の利益を高めるために他人の土地を利用する

必要が生じたためと考えられている［ベーレン

ツ 2001: 211］。役権が所有権に内在するもので

あったのか，それとも独立したものであったの

かは議論の分かれるところであるが［ディオズ

ディ 1983: 164 － 173］，土地所有権と深く関連

する権利であったことは間違いない。（1）

役権は人役権と地役権という２種類の権利

を含んでいた。人役権とは特定の人のために

他人の物を利用する権利であり，地役権とは

特定の土地の便益のために他人の物を利用する

権利である。日本民法はこのうち地役権だけを
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取り入れた（2）。日本で人役権が採用されなかっ

た理由としては，人役権はヨーロッパでは慣習

として存在していたという背景があるが，日本

ではそうした慣習が認められないこと（3），また

ヨーロッパでも財産の流通や改良を妨害するた

め経済上弊害が多いといわれていることなどが

挙げられる［富井 1985: 247；中島 1914: 246 －

247］。人役権と異なり地役権は，土地（要役地）

の利用価値を増大させるために設定される，土

地のための権利であり，それによって要役地所

有者が利益を得たとしても，間接的・付随的利

益にすぎない。所有者が土地を手放しても付随

する地役権は消滅せず，所有権が移転すれば地

役権も移転し，新たな所有者は当然その影響を

受けることになる（281 条）。そもそもローマ

法では役権は権利よりも義務の意味合いが強く

（役とは負担という意味である），地役権は個人

的利益の保護というよりは，土地の価値を互い

に高めるという公益的な目的に重きを置いた制

度であると考える方が自然なのである（4）。

地役権は他人の土地を自己の土地の便益に供

する権利であるが，この「便益」の内容につい

ては，法による制限はない。具体的にいえば，

通行地役権，用水地役権，要役地の日照や眺望

を遮らせない権利，ガス・上下水道・電気・電

話の配管や配線を引く権利など，当事者の事情

によって様々であるし，時代によってもその内

容は変容する。どのような便益を設定するかは

当事者の自由な意思に委ねられているが，ただ

し公の秩序に違反しないという制限が課される

（280 条）。「公の秩序に違反」とは，所有権の

限界に関する一般規定（相隣関係）を変更する

場合のことである（5）。また，地役権は承役地の

所有権を制限することで要役地の利用価値を増

大させ，隣接する土地間の利用を調整するもの

であるから，「その行使にあたっては承役地の

利益を尊重して，地役権の目的を達するに必要

で，承役地利用者に最も損害の少ない範囲にと

どめられなければならない」［松坂 1976: 203］。

１－２．他制度との関係：相隣関係

民法には，地役権と同じような用法で利用さ

れる制度がある。そこで，そうした制度と地役

権の類似点および相違点を明らかにすること

で，地役権の本質について検討する。

地役権と類似する権利としてまず挙げられる

のが相隣関係である。旧民法においては地役権

には「法律ヲ以テ設定シタル地役」と「人為ヲ

以テ設定シタル地役」の２種類が設定されてい

たが，現行法では前者が相隣関係となり，後者

が地役権となっている。つまり，どちらもそも

そもは同じく地役権だったのであり，そのため

現在でも相隣関係に基づく土地利用権を法定地

役権と称するのである。

相隣関係とは，所有権の限界に属する規定で

あり，隣接する不動産所有権の間で，相互にそ

の所有権の内容を制限または拡張し合うもので

ある。隣地使用権，袋地所有者が隣地を通行す

る権利，水流に関する権利，境界標や囲障を設

置する権利などが置かれている。例えば袋地の

場合，厳格に所有権を解すれば袋地の利用価値

は極めて低くなる。そこで「両所有権の共存を

図るため」［安藤 1991: 3］に他人の土地を利用

できる権利を土地所有権に内在させ，土地利用

の調整を図っているのである（6）。

相隣関係による権利は所有権に内在するもの

であるから，法定の要件がそろえば自動的に発

生する。これに対して地役権は，当事者の設定
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行為によって成立し，登記による対抗要件を備

えることができる。所有権とは別個の権利であ

り，その成立や内容に関しては当事者の意思が

重要になる。

土地の利用価値を高めるという点では，その

作用はどちらも同じものであるが，両者の差異

としては，相隣関係を「法律上当然生ずる最小

限度の利用の調節」とし，地役権を「法律の規

定するこの最小限度の調節を超えて一層大きな

調節をするもの」とする解釈がなされている［我

妻 1983: 407］。しかし実際の事例では，必ずし

も両者が明確に区別されているわけではなく，

並べて訴えられることも多い。例えば，袋地の

隣地通行権について，公道に至るための通路が，

人が徒歩で通行するには問題ないが自動車での

通行は不可能な幅員である場合，これが袋地と

いえるのか，通行地役権で処理するべきかで争

いがある。結局は，土地の構造や当事者の利用

状況（事業を営んでいるか住宅のみの利用か，

など）に照らして，日常生活のために必要かど

うか，社会的要請があるかどうかなどを個別具

体的に考慮して判断される［沢井 1987: 77 －

85］。つまり，利用の調節が最小限度であるか否

かは各々の状況によって異なり，それによって

相隣関係か地役権かが判断されるのである。法

的構造としては全くの別物であるが，行使され

る段階では非常に近しい権利であるといえる。

１－３．他制度との関係：賃借権

他人の土地を利用するには，賃貸借契約を結

ぶという手段もある。最大の差異は，地役権が

物権的権利であるのに対し，賃借権が債権的権

利である点である。そのため，承役地の所有権

が移転した場合，賃借権者は対抗要件がなけれ

ば新しい所有者に自分の賃借権を主張できない

おそれがある。また賃借権には存続期間がある

が，地役権には規定がないため永久地役権の設

定も可能である（地役権の存続期間を定めるこ

とはもちろん可能）。

地役権に存続期間の規定がないのは，地役権

は他の他物権に比べて承役地の所有権を制限す

る程度が少なく，また承役地所有者による利用

を排除するものではないからである。地役権の

設定をしても，承役地所有者はそれまでと同様

に自己の土地を利用できる。そのため地役権が

永久的なものであっても，それほど所有権を侵

害しないと考えられたのである［我妻 1983: 416

－ 417；高島 1992: 209］。影響の弱い権利であ

るという点からも，地役権がより制限的に解さ

れるべき権利であることが分かる。

さらに，賃貸借契約では賃料の支払いが要件

となるが，地役権には対価に関する規定はなく，

有償でも無償でも成立する。大判昭 12・3・10

では，「凡ソ地役権其ノモノハ設定行為ニ依リ

定メタル目的ニ従イ承役地ヲ無償ニテ要役地ノ

便益ニ供スル土地使用権ナルヲ以テ地役権者ト

シテハ土地使用ノ対価トシテ承役地ノ所有者ニ

対シ定期ノ地代其ノ他報酬ノ支払ヲ為スコトヲ

要スルモノニ非ス」とし，報酬支払の特約があっ

たとしても，それは地役権の内容を構成するも

のではなく，単に債権的効力を有するにすぎな

いし，登記もできないとした。

ただし，この原則無償という点に関しては異

論もある。地役権は目的を達成するために必要

最小限度に認められるべきであるし，他者の利

用を排除するものではないので強い権利とはい

えないが，それでも承役地所有者からすれば自

分の土地の利用が制限されることになる（少な
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くとも地役権者の利用を妨げる行為はできな

い）。それでいて無償が原則となれば，誰も進

んで地役権を設定しようとは考えないであろう

［谷口 2007: 937 － 938］。そこで，（対価につい

ては）登記できないために第三者に対抗できな

いだけで，対価の支払いを地役権の内容とする

解釈が出された［我妻 1983: 412］。条文には対

価に関する規定がないだけで，有償での契約を

禁止しているわけではないのであるから，有償

でも無償でも地役権は成立すると考えるべきで

あり，この見解は妥当であろう。また，土地改

良法で対価の増減や払戻の請求を認めているこ

とから，この判例を否定する見解もある［末川

1956: 351 － 352］。しかし土地改良法は農用地

に関する法律であることから，これをもって地

役権一般に適用することには無理がある（広範

な地役権の一種にすぎない）。

１－４．小括

以上を見るに，地役権はそのはじまりから公

益的な目的をもった権利であることが分かる。

日本でも，一方で地役権による承役地の損害を

認めながら，それと比較して地役権設定の国民

経済的利益が多大であるがゆえに，この制度を

取り入れたものである［富井 1985: 246 － 247］。

そのため地役権が成立しても，承役地の利益も

考慮して，できるだけ損害を与えない方法で行

使することが要求される。

法律の構造的には地役権は用益物権である

が，承役地所有者の権利行使を排除しない点で，

地上権や永小作権とは異なる。土地利用の調整

という点では相隣関係理論が他に存在し，両者

は似通った権利であるため，その区別が問題と

なる。相隣関係は（承役地の）所有権の制限と

いう立場にあり，承役地所有者が，要役地の利

用のために必要な行為を要役地所有者が行うこ

とを「妨害しない」という消極的な意味合いが

強い。それに対して地役権は，要役地所有者が

承役地上で権利を行使するという，積極的な側

面から捉えることができる。両者を明確に区別

することは難しいのだが，地役権はその目的と

する内容が限定されず，存続期間も対価も当事

者の自由な意思に委ねられているため，社会の

状況に応じて柔軟に適用できる点で，相隣関係

よりも汎用性の高い権利であるといえるだろう。

２．黙示の地役権

地役権の取得には，地役権設定契約の締結の

ほか，遺言や譲渡による移転，相続，また取得

時効による方法がある。そして登記により対抗

要件を備えることができる。地役権設定契約に

特に形式はなく，当事者間の合意のみで成立す

る。しかしこの合意が明確なものでない場合に，

地役権の存在を認めるべきか否かが問題とな

る。地役権は隣接する土地の間で設定されるも

のであり，近隣者という関係の上に成り立って

いる。そのため特に明確な意思表示や取り決め

がないまま，承役地所有者の好意や黙認という

形で認めている場合も多く，そうした場合には

当事者間に権利義務関係という意識が希薄なの

である。そして承役地所有者という立場からは，

土地の価値が減少することを嫌い，登記をしな

い傾向にある。当事者が納得して利用を認めて

いる段階では問題は生じないのだが，土地が譲

渡・相続されるなどして所有者が変わり，また

時間が経過することで最初の当事者の意思が分

からなくなると，争いになり権利として意識さ

れるようになるのである。その場合，どのよう
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に判断すべきか。承役地所有者からすれば，好

意で（通行など）自分の土地の利用を認めてい

ただけであって，法律的な権利にまで高められ

るとは予期していなかった，と主張することに

なる。一方で要役地所有者（地役権者）として

は，それまで当然のように利用していたのであ

るから，代替わりしたからといってその利用を

妨害することは不当であると反論するだろう。

明確に地役権が設定されていないケースが，

日本では存外に多い。そうした場合に，判例で

は黙示の合意が存在したか否かという理論構成

で判断がなされてきた。では何をもって黙示の

合意を判断するのか，具体的に判例をたどりな

がら検討していく。

２－１．判例：肯定例

大判大 10・3・23 は，隣地の溜池から引水す

る権利が争われた事例である。Ｙが自己の土地

に訴外Ａから用水地役権の設定を受け（7），Ｘは

Ｙからその土地を譲り受けたのであるが，Ｘが

本件土地を譲り受けた際にそれに付随して当然

に引水権も移転したと主張したのに対し，Ｙは

このような地役権の設定を受けたことはないと

反論した。地役権移転の明示的意思表示はない

ので，譲渡の意思表示に地役権の意思表示が包

含するかが問題となった。判決では，事実関係

から地役権の用水地役権の存在を認めた上で，

地役権移転の意思表示については「黙示ノ意思

表示ト雖モ意思ノ外表白行為ヲ要スルヲ以テ単

ニ諸般ノ事情ヨリ当事者ニ一定ノ意思アリタル

コトヲ推測シ得ルモ之ヲ以テ常ニ黙示ノ表意ア

リト云ウヲ得ス」として，黙示の意思表示には

表白行為が必要であるとした。しかし，地役権

は要役地の売買と共に買主に移転するとして，

本件では黙示の意思表示がなくても当然にＸに

移転すると結論づけた。

東京高判昭 32・6・17。本件土地は訴外Ａの

所有であったが，財産税納付のため国に物納さ

れ，国がＸＹを含む数人に分筆して払い下げた。

Ｘは払い下げを受けた時，通行の便益に供する

旨の明示もしくは黙示の相互の通行地役権の設

定行為がなされたと主張した。判決では，明示

的な通行地役権の設定契約はなかったが，「当

時国有地払下の所管庁である大蔵省としては分

筆払下は合理的になすべきものとの方針をとっ

ており，（中略）その各地のために存する私道

は私道としてそのまま各自の利用に供せられる

よう現状を維持すべく処置すること」は容易に

理解できるとした。そして所有権を取得したか

らといって自由に排他的な使用ができるわけで

はなく，本件私道敷が分割されたのは，ただ各

地の所有者にその負担の公平を期するためにな

されたものであったとした。そのため，本件私

道敷が分割された時点で，相互的かつ交錯的な

通行地役権が暗黙に設定されたと認定した。

土地の分譲に伴う地役権設定の事例は多く，

東京地判昭 41・6・25 は，私道の利用が必要不

可欠であるとして，地役権が暗黙のうちに設定

されたとした。東京高判昭 49・5・9 は，分譲

時に買主の代理人に対し売主が，本件通路を通

行使用することを許容すると共に，本件通路は

公道同様であって永久的なものであるから所有

者が変わっても通行が妨げられることはないと

言明したと認定し，通行地役権の黙示的な設定

を認めた。神戸簡判昭 50・9・25 は，売主が土

地を分筆し，袋地となる土地を分譲した場合に

は，「他に特別の事情のない限り分譲者は分譲

の際，被分譲者との間に分譲地を要役地として，



116

通路地を承役地とする無償・無期限の通行地役

権設定契約を黙示的に締結したものと解する」

とした。東京地判昭 60・4・30 は，本件土地が

通路として開設された経緯や通行状況に照らし

て，本件通行地役権が認められなければ要役地

の価値が著しく低下することから，黙示の通行

地役権設定を認めた。

特に，地役権が相互的・交錯的に設定されて

いる場合（8）は，黙示の地役権を認める傾向に

ある。東京地判昭 46・10・8 では，本件私道が

通路としての外形を明確に備えていること，公

路に通ずる不可欠の私道として利用された状態

のままで国に物納され，その結果本件私道の所

有権が分割されたことを理由に，「本件私道を

従来どおり存置し，かつ，利用形式として単に

債権的なものに止めずに物権の地位にまで高め

たものを相互に設定」することの相互的且つ交

錯的な合意が暗然の間に成立したものと推認し

た。大阪高判昭 62・3・18 では，分譲に際して

被分譲者の間で地役権が交錯的に設定された

場合，そうした地役権は共通の目的のために存

立するものであるから，その一部の権能だけを

主張して地役権を行使することは，設定目的に

反し信義則上許されないとした。また，京都地

判昭 60・9・24 は，分譲により分譲地の取得者

が相互に交錯する通行地役権を設定している場

合，登記がなくても「（被告）自らも私道通行

の必要上通行地役権を対抗することを望みかつ

通行地役権を対抗されることを甘受して交錯的

に通行地役権を対抗しあう法律関係に加入する

ものである」として地役権を認めた。

大阪高判平 2・6・26 は，当事者の事情の判

断基準について論じている。マンションの分譲

につき，出入口の土地が通路として利用してい

る外観を呈しながら分譲残地であったことか

ら，通行地役権が争われた事例であるが，判決

では黙示の設定につき「地役権が黙示的に設定

されたと認めるには，平均人の見地からみて当

然地役権を設定するであろうと認められる客観

的事情がなければならないと解すべきである」

として，通行を内容とする地役権の設定は認め

たが，子供の遊び場や生活雑用を内容とする地

役権は，平均人の見地からみて地役権を設定す

る客観的事情がないとして認めなかった。

２－２．判例：否定例

東京高判昭 49・1・23 は，境界線をはさんで

1棟 2 戸建の公営住宅を 2棟向い合せに建築す

るにあたり，当時Ｘらの一部を含む附近住民が

費用を出し合って石段を設置し，公道に至る近

道として利用してきた事例である。通行地役権

の存在が争われたが，黙示の設定について「黙

示の契約を認めるためには前示のような通行の

事実があり通行地の所有者がこれを黙認してい

るだけでは足りず，さらに，右所有者が通行地

役権または通行権を設定し法律上の義務を負担

することが客観的にみても合理性があると考え

られるような特別の事情があることが必要であ

ると解する」とした。そしてその理由として，「他

人が法律上の権限なく通路として土地を通行し

ているに拘らず土地所有者がこれに対し異議を

述べないで黙認しているだけの場合は，単に好

意的黙認にすぎないか，または，通行地役権時

効取得の要件である事実状態の一つをみたすだ

けだと考えないと，これら二つの場合と通行権

設定の暗黙の合意とを区別できなくなるし，所

有者が異議をいわないだけのことで通行権を設

定するという不利益を負担させることは妥当で
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ないからである」と説明した。そして本件にお

いては，通行の事実の他に通行権設定の暗黙の

合意を認めるべき客観的・合理的な特段の事由

は認められないとして，請求を棄却した（9）。

東京高判昭 51・11・25 では，当事者の事情

が大きく考慮された。Ｙが建物を建てる際，出

入口として内玄関がＸの土地にはみ出されて建

築されたが，ＸはＹの妻がＸの子であった関係

からこれに対して特に異議をはさまず，またこ

の内玄関を利用してＹらがＸの土地を通行する

ことを知りながら，義理の親子という関係上こ

れを黙認した。さらに，Ｙが歯科医師業を営ん

でいることから，本件土地に自己又は外来患者

の自動車を置くことの申入れに対し，Ｘは一旦

はこれを承諾し，またＹに代わって敷石を敷い

たが，その後自転車を置くことにより埋設され

ている水道管が破裂したことから，自転車を置

かないよう求めたという経緯がある。判決で

は，内玄関の出入りについては地役権を設定す

る必要がなく，公道に接しない出入口の便益の

ために地役権を設定するということは，「土地

の直接の便益のためでなく，土地上に建築した

建物の用法にしたがった利用権の設定の問題で

あって，土地すなわち要役地の全部のために地

役権を設定する必要のない利用権につき当事者

間に明示の地役権設定契約が締結されていない

以上，たやすくその存在を推認すべきではない」

とし，使用賃借上の権利にすぎないとした。

札幌高判昭 58・6・14 では，土地が分筆譲渡

された際の通行地役権の設定につき，承役地所

有者が「事実上黙認していたことをもって，法

的に通行受忍業務（あるいは通行のため目的物

を使用させる業務）を負担することとなる通行

地役権の設定契約や通行のための使用貸借契約

が黙示に締結されたと認めることは困難」であ

るとして，承役地所有者の事実上の黙認では黙

示の地役権は認められないとした。

東京高判昭 62・6・3 は，土地の分筆分譲の

際に，Ｘが本件通路は別段必要ではなかったも

のの土地と一括で買わされ，また通行地役権の

負担の説明も全く受けなかった事例である。判

決では，「本来，地役権は，他人の土地を自己

の土地のため一定の目的に従い便益に供しうる

権利であって，承役地の所有者にとっては重大

な権利制限を伴なうものであるから，その設定

は，明示の意思表示が在する場合は格別，こ

れが黙示により設定されたものとするについて

は，地役権設定を推認することができる事実の

在することを要すべき」とし，本件ではＸが地

役権の負担付きである旨の説明を受けていない

こと，また本件通路がそれほど利用されていな

いことから，通行地役権の設定を否定した。

２－３．小括

以上を検討すると，黙示の地役権が認められ

るには，次のような条件が必要といえる。

① 　承役地所有者による単なる「黙認」では認

められない。その権利が物権的な価値にまで

高められるには，黙認に加えて以下のような

客観的な要件が備わる必要がある。

② 　設定当時の状況：どのような経緯で設定さ

れたのか。

③ 　利用状況：物理的な利用状況としては，営

業用として利用されているのか，もしくは住

宅用のみか。さらに使用頻度も重視される。

設定以前にどのくらい利用されていたのか。

また設定以降はどうか。承役地所有者がその

利用に対して異議を唱えたか，など。
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④ 　客観的な状況：客観的に地役権の外観を呈

しているか。例えば通行地役権ならば，通路

の外観を呈していることが必要になる。

⑤ 　地役権を設定する必要性：その地役権がな

いと日常生活を送ることが著しく不便にな

る，要役地の価値が著しく下落する，また地

役権がなければ当該土地を購入しなかった等

の事情から必要性が判断されることになる。

⑥ 　当事者の認識：当事者に地役権を設定する

合理的な意思が存在したか。当事者の能力（認

識する知識）なども参考にされる。なお，こ

の当事者の認識については，イタリア法を参

考に好意通行を前提とし，「通路提供意思」

では債権的通行権にとどまり，通行地役権に

まで高めるには「通路開設意思」が必要であ

るとする見解もある［岡本 2009: 81 － 84］。

これらに加えて，以下のような事情も判例か

ら読み取れる。

⑦ 　袋地の場合：分譲によってもとの所有者が，

公道に出るのが困難な方の土地を譲り渡した

場合は，自己の土地に通行地役権を黙示に設

定していたと判断されることが多い。

⑧ 　交錯的地役権の場合：地役権が交錯的に設

定されている場合は，お互いに負担し合うと

いう状況から，認められることが多い。

３．黙示の地役権と登記

地役権は登記によって対抗要件を具備するこ

とができるが，実際には承役地の負担になるこ

とから登記されない場合が多い。特に黙示に設

定された場合は，そもそも登記を備えることす

ら考えられない。事例の多くでは，地役権を（明

示的にでも黙示的にでも）設定した当人間では

争いはなく，土地が譲渡・相続され所有者が交

代した段階で問題が生じている。そして承役地

が承継されると，新しい所有者が第三者となる

ため，登記をしていない地役権者が対抗できな

いのではないかという次なる論点が出されるの

である。こうした登記の問題について，平成 10

年に 2件の最高裁判決が下された。そこでこの

判決をもとに，登記の欠缺を理由として対効力

を否定することの是非および地役権に基づく登

記請求の是非を検討する。

３－１．最判平 10・2・13

訴外Ａは自己所有の土地を７筆に分筆し，Ｂ

（Ｘの母），Ｃ，Ｘに，それ以外の土地を全てＤ

に売却した。Ｄは譲り受けた土地について合筆

登記手続きをし，後にＹに売却し，移転登記を

経由した。本件通路は袋地となるＤに売却され

たが，分譲の時点で通路として利用することが

予定されていた。しかし，Ｙが本件通路をＸが

通行することにつき異議を述べるようになり，

門柱を設置してＸが通行できないようにしたた

め，ＸがＹに対し，通行地役権の確認および登

記手続き，妨害排除を請求したものである。

一審では，ＡＸ間の黙示の通行地役権の設定

は認めたが，ＡＤ間に地役権の承継の明確な合

意がなく，また登記もなされていないことから，

ＡＤ間，ＤＹ間で地役権の承継の合意があった

とはいえないとした。そして，Ｘが，Ｙは背信

的悪意者であるから地役権の登記の欠缺を主張

することはできず，Ｘは登記がなくともＹに対

抗できると主張したことに対しては，Ｙが土地

を買い受ける際に，Ｘは通行地役権を有しない

が，数年間は通行を認めるよう進言されている

のにとどまるのであり，本件通路が一見して通

路であることが明白であるとか，Ｘが現に通行
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していることを知っているからといって，Ｙが

Ｘの通行地役権を認めないことをもって，背信

性があるとまでいうことはできないとした。

原審では，当時の状況からＡの代理人とＤの

代理人との間で黙示の承継の合意は認めたが，

ＤＹ間の承継の合意は認めなかった。登記に関

しては，本件通路がＸにとって必要不可欠であ

ること，現に利用していることなどから，Ｙは

Ｘとの関係において，「背信的悪意者として，

本件通行地役権についてその登記の欠缺を主張

する正当な利益を有する第三者であると解する

ことができない」とした。しかしＸからの登記

手続請求については，ＹがＤから地役権設定者

の地位を承継していないことから，Ｘが登記な

くして地役権を主張できるのは，Ｙが背信的悪

意者であり登記の欠缺を主張し得る正当な利益

を有する第三者でないからであって，本件にお

いてはＸのＹに対する通行地役権の設定登記請

求権を発生させる登記原因が存在するとはいえ

ず，ＹがＸに対して通行地役権設定登記をすべ

き義務があるとはいえないとした。

本判決では，「譲渡の時に，右承役地が要役

地の所有者によって継続的に通路として使用

されていることがその位置，形状，構造等の物

理的状況から客観的に明らかであり，かつ，譲

受人がそのことを認識していたか又は認識する

ことが可能であったときは」譲受人は通行地役

権が設定されていることを知らなかったとして

も，何らかの通行権の負担のあるものとしてこ

れを譲り受けたものというべきであって，地役

権者に対して地役権設定登記の欠缺を主張する

ことは信義に反するとした（原審ではＹが背信

的悪意者であることを理由としたが，本判決で

はこの点は否定している）。なぜなら，譲渡時に

承役地の利用が明らかであれば，承役地の譲受

人は地役権の存在を容易に推認でき，また要役

地の所有者に照会するなどして通行権の有無，

内容を容易に調査することができるからであ

る。ただし「承役地の譲受人が通路としての使

用は無権原でされているものと認識しており，

かつ，そのように認識するについては地役権者

の言動がその原因の一半を成しているといった

特段の事情がある場合には，地役権設定登記の

欠缺を主張することが信義に反するものという

ことはできない」とした。なお，登記請求の是

非については本判決では判断されていない。

３－２．最判平 10・12・18

訴外Ａが自己所有の土地を宅地化する際に，

本件通路が開設されたが，土地はＢに譲渡され，

Ｂはこれを分譲するために分筆した。その一部

である本件土地はＣに譲渡された。分筆された

土地は中間者を経てＸ 1，Ｘ 2，Ｘ 3 に，通行

地役権の承役地である本件土地も中間者を経て

ＣからＹ 1，Ｙ 2に譲渡された。しかしＹらが

駐車場設備等を設置したことから，Ｘらは通行

地役権の確認および登記手続請求，妨害排除を

求めたものである。

一審では，本件通路が外見上一見して通路と

分かる状態であることから，ＢＣ間に通行地役

権の黙示の合意があったこと，また地役権がＸ

らに承継されたことを認めた。しかし所有権移

転登記は経由したものの，地役権設定登記が経

由されていないため，この点が争われた。判決

ではそれまでの経緯を総合して，Ｙらは登記の

欠缺を主張しうる正当な利益を有せず，Ｘらは

登記を備えていなくてもＹらに対抗できると判

断し，登記手続請求も認めた。
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原審も，本件通行地役権の設定および承継を

認め，Ｘらが登記を経由していないとしてもＹ

らがそのことを理由にその対抗力を否定し得る

正当な利益を有する第三者であると解すること

はできないとした。しかし，Ｘらが登記なくし

て地役権を主張できるからといって，「他に特

段の登記原因がないのに，ＸらのＹらに対する

本件通行地役権の設定登記請求権が生じ，それ

故，直ちにＹらがＸらに対して地役権設定登記

をなすべき義務があるとまではいえない」とし

て一審を否定した。

しかし本判決では，「譲受人は通行地役権者

との関係において通行地役権の負担の存在を否

定し得ないのであるから，このように解しても

譲受人に不当な不利益を課するものであるとま

ではいえず，また，このように解さない限り，

通行地役権者の権利を十分に保護することがで

きず，承役地の転得者等との関係における取引

の安全を確保することもできない」として登記

手続請求を認めた。

３－３．小括

まず，地役権者が設定者（承役地所有者）に

対して登記手続請求権を有することは，特に法

律の規定はないが，物権の性質上当然の権利だ

と認められている。では，登記のない地役権が

承役地の譲受人（第三者）に対抗できるか，第

三者は登記の欠缺を理由として対効力を否定で

きるか。最判平 10・2・13 では，「譲渡の時に，

右承役地が要役地の所有者によって継続的に通

路として使用されていることがその位置，形状，

構造等の物理的状況から客観的に明らかであ

り，かつ，譲受人がそのことを認識していたか

又は認識することが可能であったときは」地役

権者に対して地役権設定登記の欠缺を主張する

ことは信義に反するとした。原審では譲受人の

背信的悪意を認めたが，本判決では認識もしく

は認識可能性で足りるとしている。

従来の裁判例でも，背信的悪意まで要求する

ものは少ない。大阪地判昭 48・1・30 では，本

件道路の使用を認識しながら買受けたことは認

められるが，登記のないことを奇貨としこれを

窮地に落し入れ本件道路を原告らに高く売りつ

け暴利を貪る意図を有していたとか，不法な利

益を得る目的で買受けたものであると認めるべ

き証拠はないとして，背信的悪意者には該当し

ないとした。この判決は控訴審（大阪高判昭

49・3・28）で覆されており，被告が「土地の購

入，建売住宅の建築および販売を目的とする被

告会社の社長，会長を歴任してきた人物であり，

本件道路を購入するにあたっても，単に，不動

産登記簿を閲覧するだけでなく，本件道路およ

びその附近を現に確認して，その現況を知った

うえで購入したものと推認すべき」であるとし

て，本件道路所有者がその上の通行を忍受しこ

れを妨害してはならない義務を負うことを知り

ながらその所有権を取得したのであるから，登

記の欠缺を理由にその対抗力を否定し得る正当

な利益を有する第三者であるとはいえないとし

た。東京地判昭 52・4・28 も同じように，本件

私道敷の通行を忍受しこれを妨害してはならな

い義務を負うことを知りながら私道敷を取得す

る限り，承役地につき通行地役権の登記がない

ことを理由としてその対抗力を否定する正当な

利益を有する第三者であるとはいえないと判断

している。仙台高判昭 55・10・14も通行地役権

に関する妨害排除の事例であるが，判決では「本

件土地が通路として開設されていることを知悉
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してこれを取得したＹは，右土地につきＡ（筆

者注：本件土地の前主）に対し通行地役権を有

していた者との利益較量上，すなわちこれを右

権利の承役地としておかなければならないＹの

不利益と，通行できなくなることによって多大

な不便を強いられる右権利者の不利益とを対比

した場合，当該通行地役権につき登記が欠缺し

ていることを主張しうる正当な利益を有する第

三者に当らないものというべきである」として，

利益較量により判断を下した。東京地判昭56・3・

19 でも，通行権の負担を認識していたこと，取

得後約３年もの期間通路として使用されている

状態を黙認していたにもかかわらず門扉などを

築造して通行を妨害したことなどが考慮された。

このような方向性は概ね肯定されている。特

に黙示の地役権の場合は登記する状況にないこ

とからも，地役権の存在を認識した上で権利関

係に入った場合には，未登記の地役権者を優先

しなければ黙示の設定を認める意味がないから

である。［安藤 1991: 309］で「通行地役権の場

合は，二重売買の場合と異なり，第三者の権利

を全面的に否定することにはならず，その反面

通行地役権者の保護を図るべき事例が多い」と

説明されている他，［岡本 2009: 164］では「そ

もそも登記を期待するのが酷であるにも拘ら

ず，抽象的な登記法の大原則を無自覚に適用し，

その結果の不都合を一般理論で救済するのは，

何とも奇妙なことである」として，登記の欠缺

を主張することの構造的矛盾を指摘している。

次に，それでは積極的に登記の設定を請求で

きるかという論点であるが，大抵の事例では地

役権確認請求や妨害排除請求にとどまり，あえ

て登記設定まで求めることは少ない。最判平

12・10・18 を検討するに，原審では登記設定

義務を認めるには「他に特段の登記原因」を要

求している。これは従来の方向性であり，例え

ば東京高判昭 58・4・27 でも，登記設定請求が

認められたのは，通行地役権の時効取得という

他の登記原因があったからである。しかし本判

決では，譲受人に不当な不利益を課するもので

あるとまではいえないこと，また，登記の設定

を認めなければ通行地役権者の権利を十分に保

護することができず，承役地の転得者等との関

係における取引の安全を確保することもできな

いことを理由に，登記設定請求を認めた。

登記設定請求の根拠については，２つの見解

がある。1つは，当初の地役権設定者に対して

登記請求権を有することは明らかであるのだか

ら，承役地の譲渡があった場合には，新たな土

地所有者は前主の地役権設定契約から生じる

登記義務を承継すると解する見解である［滝沢

1997: 50］。これは，民 281 条の要役地における

地役権の付従性の考え方を拡大し，承役地にお

いても適用したものである。もう１つは，物権

である地役権の属性として登記請求権があると

解する見解であり，この場合には承役地につい

ての義務の承継の有無を問題にする必要はない

と考える［川井 1998: 433］。前説では，承継が

何度も行われる中で，地役権の存在について認

識のない承継者が現れた場合に，承継は中断す

るのかという疑問がある。特に黙示の設定では

当人の認識が大きく影響する。土地に付従して

当然に登記請求権も移転すると考えると，地役

権の設定が否定されたり，登記の欠缺を主張す

ることはできるのに，登記義務は認められると

いう矛盾が，承継の途中で生じるのである。

明示の合意による設定であれば，本人が明確

に地役権設定契約を締結したと判断でき，それ
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に伴う義務も当然に引き受けなければならな

い。しかし黙示の合意の場合は，明確な意思表

示はないが，利用状況や地役権の必要性，利用

の経緯などから，当事者が地役権が存在するこ

とを認識していたであろう，少なくとも認識す

べきであったと判断して，黙示的に合意があっ

たと「推認する」のである。そこで登記請求権

の是非について，明示の設定と同じように黙示

の設定を扱ってよいのかという疑問が生じる。

黙示の場合は様々な事情を総合考慮して，訴訟

の段階で権利が認められるか否かが判断され

る。そのため，例えば以前地役権が黙示的に設

定されていたとしても，現在の利用がなければ

認められない（時効により消滅したという構成

ではなく）。また，承継者の認識の有無により

判断が異なる。今の状態からこれまでの状況の

経緯を含め，黙示の設定がなされたであろう時

点に遡ってこれを認めるのである。なぜこのよ

うな理論構成が生まれたのかといえば，利用者

の便益を保護するためである。

それでは承役地所有者としては，自分の土地

が利用されているという認識はあっても，果た

して登記を設定するという意思まであったとい

えるのだろうか。地役権が国民経済的利益とい

う公益的目的から導入されており，承役地に

とって損害が少なくなるよう，できるだけ抑制

的に解されるべきという本質からすれば，承役

地所有者に登記意思まで認め，強制的に義務づ

けるのはバランスを欠く。利用者の便益のため

の構成ならば，利用者の便益が保護される範囲

で権利を認めれば足りることになる。地役権の

場合，黙示的にでも合意が認められ成立すれば，

登記がなくとも一定の場合に第三者に対抗でき

ることが判例で確立されている。要は，地役権

は従来，登記がなくとも保護される性格の権利

として認識されていたのである。

確かに，登記はできるだけ実態を反映すべき

である。取引の安全という観点からも地役権が

登記に記載されていた方が，新たに取引に入る

者にとっては安心であるし，無用な争いを避け

ることができる。承役地所有者が変わるたびに

訴訟を起こすのは地役権者としては大きな負担

である。また登記がなければ，再び承役地が譲

渡され，新しい所有者に権利の認識や承継の意

思が認められない場合，それまで成立していた

権利が主張できなくなる。しかし，その権利の

行使が要役地にとって必要不可欠で，行使でき

なければ要役地が事実上無価値になるならば，

相隣関係が認められるであろうし，事実状態が

続き要件を満たせば時効により地役権を取得す

ることもできる。また，条件を協議した上で改

めて地役権設定契約を締結することも当然可能

である。やはり従来の事例を見るに，黙示の合

意という解釈は，地役権者を保護するための処

置にすぎないと考える方が自然なのである。

今回の判決によって「承役地所有者に地役権

の行使を妨害されない」というこれまでの姿勢

が「要役地所有者の権利を積極的に公示すべき」

と進められたわけだが，その法的説明はまだ十

分とはいえない。登記を備える必要性や有用性

は認められるが，それだけではこれまでの考え

方を修正する理由にはならない。確かに地役権

は物権で，旧民法でもあえて人役権を除外して

採用されたのであるが，実際には当初予定され

なかった使い方がなされ，黙示の合意による地

役権が横行し，登記される例は極端に少ないの

が実情である。つまり，「地役権は物権である

から登記されるべき」という一般原則は，実際
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のあり様とは乖離しているのである。

本判決については，地役権が登記になじまな

い権利であるとしながら，「近代的公示制度の

ルールに乗せるという必要性からは，登記は必

要だし登記されているほうがよりベターであ

る」［金光 2007: 114］と一定の理解を示したり，

さらに肯定的に「判例は，多発する通行権紛争

に対して，衡平に基づく法定通行権による弾力

的な調整を図るのではなく，前掲最判において，

黙示の地役権を幅広く認定して既存の未登記通

行権を保護すると同時に，本判決において，将

来の紛争予防を睨んだ登記による権利保全の道

をも地役権者に開いた」［石田 1999: 101］と捉

える見解もある。しかし，要役地所有者の権利

保護の必要性がある一方で，承役地所有者の権

利にも十分配慮しなければならず，また従来の

承役地所有者の認識や期待（登記に関する）も

当然にある。そのため，最高裁判決によりこの

ままなし崩し的に認めるのではなく，なぜ登記

請求権や登記義務が備わるのかについて，明確

な説明がなされなければならない。

４．イギリスの制度

イギリスにも地役権は存在し，広く利用され

ている。取得方法としては，制定法による設定・

明示の方法による設定（譲与・留保）・黙示の

方法による設定（譲与・留保）・取得時効によ

る設定の４種類がある。イギリスは判例法の国

であるので，多くの判例から様々な原則や基準

が確立されてきた。特に黙示の方法の場合，明

確な法律がないため，個別的事情に基づいた原

則や基準が混在し，非常に複雑で使い難いシス

テムとなっている。そのため法律委員会の 2008

年度報告書において，そうした問題を整理する

ことが試みられた（10）。黙示の設定について苦慮

している点では日本でも同様であるため，イギ

リスの制度を紹介することで，何らかの示唆に

なればと期待する。

４－１．イギリスにおける黙示の地役権

まず，イギリスにおける地役権の歴史的経緯

を概観した上で，黙示の設定について検討す

る。イギリスにおいて地役権は中世時代から存

在していたが，用語としての定義はTerms de 

la Ley vol. ⅲにおける「地役権とは採取権以外

のもので，ある隣人が他の隣人から，その土地

上の通路または水路として，書面もしくは時効

によって取得するものである」という記述が最

初だといわれている。しかしこの定義は，「書

面」が捺印証書に限らないこと，また要役地の

存在に言及されていないことから，当時はま

だ地役権が未発達な権利であったことがうかが

える［Holdsworth1978: 321 － 322］。封建社会

においては全ての土地は国王のものであったた

め，フリーホールドでさえ単なる土地保有形態

の１つの形にすぎず，絶対的な権利ではなかっ

た。その結果，土地に付随する制限的な権利を

考えることがさほど困難ではなかったのだと見

られている［Sara2008: 187 － 188］。

地役権が初めて裁判で議論されたのは，

Peers v Lucy 事件（11）で，地役権が（他の権利

とは異なる）固有の権利であることが認識され

た。17 世紀末までには研究も進んだが，地役権

と地役権に類似した他の権利との区別をどうす

るか，また占有混同（unity of seisin）により

消滅した地役権が復活する可能性など，明確に

なっていない部分も多かった。1839 年に初めて

地役権に関する専門書（Gale on Easement）が
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発行されたが，その中で地役権の難解さや曖昧

さについて，裁判がそれぞれ特定の事情による

ため，地役権を法律において定義したり体系化

することが困難であったということが述べられ

ている。この書籍はその後の判決の大きなより

どころとなる。その後，産業革命により大都市

が成長することで人々が集住した結果，地役権

も展開し，通行，水路，採光，支持といった権

利が顕著になった。［Holdsworth1978: 323］

16 世紀に，明示的に設定されれば，地役権

が捺印証書によって設定されるということが確

立し，同時期に地役権が黙示的に設定されると

いうことも確立した。この黙示の設定は，例え

ば以前土地に付随していたが占有混同によって

消滅していた地役権について，土地の譲渡に

よって復活する意図が見える場合や，生じた地

役権が継続的で明白な権利である場合などを示

す。しかし 17 世紀末までは，こうした黙示の

設定は不明確なものであり，自然権（12）や必要

による方法と混同されることもあった。その後，

２つの不動産の分離において，継続的かつ明白

な地役権が発生すること，それには黙示の譲与

と黙示の留保という２つの方法があることが理

解されるようになった。こうした見解はケリン

ジ裁判官とホルト主席裁判官によって確立され

た。つまり黙示の設定が，譲与の後退禁止の

原則（13）に基づくというものである。Tenant v 

Goldwin 事件（14）でホルト主席裁判官は，以下

のように述べている。「もし，家の施工者がそ

の家を採光権や従物付きで売却するとしたら，

彼はあまりに近いせいでその家の採光を遮るこ

とになるため，残りの土地に建物を建てること

はできない…しかしもし彼が，採光権を留保せ

ずに，土地の空いた部分を売り，家を残したと

したら，買主は彼の家の隣に建物を建てること

ができる。しかし他方，彼が家を売ると，土地

の空いた部分は採光権を負担した譲与によるこ

とになる。」［Holdworth1978: 334 － 335］

この譲与の後退禁止の原則のように，黙示の

方法による設定には，いくつものルールが打ち出

されている（詳しくは［南部 2009: 142－ 154］）。

①　譲与の後退禁止の原則

② 　Wheeldon v Burrows（15）ルール：売主が自

分の不動産の一部を譲渡する場合，全ての継

続的で明白な地役権，つまり権利の合理的な

享受に必要な，また譲与時に売主が利用して

いたのと同様の地役権が買主に移譲するとい

うルール。

③ 　1925 年財産権法 62 条 1 項：土地の譲渡に

は対象となる土地に付随するあらゆる付属

物，あらゆる権利が含まれることが規定され

ており，その中に地役権も含まれている。

④ 　必要性のルール：土地にとって，その権利

が本質的要素である場合に，黙示的に認める

というルール。

⑤　 当事者の共通の意図のルール：Lord 

Parker of Weddington in Pwllbach Colliery 

Co Ltd v Woodman［1915］AC 634. で示され

たルールで，方法と目的について，共通の意図

を有している場合に黙示の設定を認める。

これらのルールの中で，現実の判断において

特に重視されているのが，当事者の共通の意図

のルールである。このルールでは，不動産を譲

渡する際の条件や不動産の状況，当事者間のや

りとりなどを参考に判断するのであるが，2008

年の報告書では，いかに判断するのが適切かが

検討された。当事者がどのような意図を有して

いたかを図るにしても，その証明は難しい。特に
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最初の取引から転々と譲渡が繰り返された場合，

最初の所有者の意図を証明するのは極めて困難

であるし，また状況によっては最初は共通の意図

など存在しなかったというケースもある（16）。そ

こで，様々な状況から当事者の意図を推定する

アプローチや，契約条件から判断するアプロー

チなどが提案されている。この当事者の意図と

いうものが現在では最も重視されている。しか

しそれにより土地の利用にとって本質的に必要

な権利まで認められないのでは不都合である。

そこで，状況から土地の利用に必要な限度でこ

れを認めるというのが，必要性のルールである。

必要性のルールはそれだけで機能することはま

ずないが，共通の意図のルールを補完するため

に使われることはある。

なお登記については，イギリスでは 1925

年不動産登記法において，地役権（黙示の場

合も含めて）は登記なくして対抗しうる権利

（overriding interests）と位置づけられ保護さ

れてきたが，2002 年の法改正により，登記さ

れる方向となった。しかし権利が明白な場合（17）

には，従来通りの保護が図られている。

４－２．小括

以上のように，イギリスでは長い歴史の中で

確立した黙示の設定に関する様々なルールが存

在し，これを整理する必要に駆られている。日

本においてもいえることだが，もともと黙示の

設定という取得方法は，明示的な方法によらな

いため，権利の根拠が曖昧であるという不安定

さを常に含んでいる。地役権者の利益は守られ

るべきだが，一方で承役地所有者にとって不当

な地役権を認めることになってはいけない。そ

のため，常に判断基準や優先順位を明確にし，

時代に合わせて基準を見直し，整理する必要が

ある。特に最判平 12・10・18 で登記請求まで

認められたのであるから，なおさらその前段階

である黙示の設定の判断は明確な基準でなされ

なければならないし，また要役地所有者と承役

地所有者の双方の利益を慎重に量らなければな

らないのである。

〔投稿受理日 2009.9.26 ／掲載決定日 2009.11.24〕

注
⑴ 　役権とは別に，土地所有権の行使を制限する規
定も存在した。これは隣接土地の便益のため，ま
たは公共の必要・便益のためのもので，現在にい
う相隣関係に近い。樹木剪除権，果実採取権（隣
地に落ちた果実を採取するために隣地に立ち入る
ことができる権利），雨水の流入または流入妨害
を禁止する権など。［船田 1969: 417 － 431］

⑵ 　旧民法では財産編第 44 条以下に用益権，使用
権，住居権の規定がある。これは広い意味では
人役権だが，旧民法では特別の権利として認めた
ものであって，ここでいう役権とは異なる。［梅
1992: 232］

⑶ 　日本でも隠居分や後家分のように，ある土地か
ら収益を与える慣習はあったが，これは債権関係
で処理すればよく，債権関係で担保できない場合
は質権または抵当権を設定すべきと考えられた。
［梅 1992: 232；谷口 2007: 941］
⑷ 　［富井1985: 258－259］では，地役権の本質を「承
役地ノ所有権ニ対スル任意的制限」であるとし，
承役地に対して一部の支配権を行うものに他なら
ないとしている。

⑸ 　例えば，袋地の所有者に囲繞地を通行させない
地役権，隣地から水が自然に流れて来るのを防ぐ
権利，界標を設けさせない地役権など。［梅 1992: 
234］

⑹ 　大判昭 13・6・7 では，囲繞地通行権を認める
理由を「一般公益上土地ノ利用ヲ全タカラシメン
カ為メニ」であるとし，囲繞地通行権を得られな
いことで「其ノ地ノ利用ハ不能ニ帰スルモノト謂
フヲ妨ケサレハナリ」としている。

⑺ 　Ｙが他３名とＡの土地に溜池を築造し，引水し
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て本件土地を開墾した。
⑻ 　土地を数筆に分けることで，譲受人がお互いの
所有する通路を通る必要が生じるような場合。

⑼ 　この論理を用いて，東京地判平 20・4・24 では，
27 年の長きにわたり通行状態が維持されてきた
こと，周辺土地所有者にとっては通路の存在は極
めて重要な要素となっていることなどから，通行
地役権を認める特段の事情があるとして肯定し
た。

⑽ 　Law Commission Consultation Paper No.186 
⑾ 　Peers v Lucy （1695） 4 Mod.362.
⑿ 　自然権（Natural right）。土地所有権に付随す
る一般的権利の１つで，隣地所有者にその土地上
で何らかの行為を差し控えるよう要求するもの。

⒀ 　Non-derogation from grant。譲与者が被譲与
者に権利を譲与した後，譲与者はその権利の価値
を損ねる行為をしてはならないという原則。

⒁ 　Tenant v Goldwin （1705） 2 Ld. Raym.
⒂ 　Wheeldon v Burrows（1879）12 Ch D 31.
⒃　Wong v Beaumont（1965）1 ＱＢ 173.
⒄ 　①譲渡された時点で土地の取得者が地役権の存
在について実際に認識していた場合・②権利の存
在が「地役権を行使しうる土地に対する合理的に
慎重な調査」によって明らかな場合・③地役権が
一年以内に行使された場合。

参考文献
オッコー・ベーレンツ著（河上正二訳）（2001）『歴
史の中の民法』日本評論社。

GY. ディオズディ著（佐藤篤士ほか訳）（1983）『ロー
マ所有権法の理論』学陽書房。

船田享二（1969）『ローマ法　第二巻』岩波書店。
梅謙次郎（1992）『復刻叢書法律学篇　民法要義　
巻之二　物権篇』信山社。

富井政章（1985）『復刻版民法原論　第二巻』有斐閣。
中島玉吉（1914）『民法釋義　巻之二上』金刺芳流堂。
我妻榮（1983）『新訂　物権法』岩波書店。
谷口知平ほか（2007）『新版　注釈民法７』有斐閣。
松坂佐一（1976）『民法提要　物権法』有斐閣。
末川博（1956）『物権法』日本評論新社。
安藤一郎（1991）『新版相隣関係・地役権』ぎょう
せい。

岡本詔治（2009）『隣地通行権の理論と裁判（増補版）』
信山社。

沢井裕（1987）『隣地通行権』一粒社。
高島平蔵（1992）『物権法の世界』敬文堂。
滝沢聿代（1997）「最判批評」『判例評論』458,47－
50。
川井健（1998）「判例批評」『民商法雑誌』119（3），
425 － 435。
金光寛之（2007）「未登記通行地役権と対効力の問
題について」『横浜市立大学論叢社会科学系列』
58（1.2.3）99 － 118。
石田剛（1999）「時の判例」『法学教室』227,100 －
101。
南部あゆみ（2009）「イギリスにおける地役権設定
の明確化に向けた理論的再検討」『ソシオサイエ
ンス』15, 141 － 156。
Sir William Holdsworth （1978）. A History of English 

Law, Sweet & Maxwell.
Colin Sara （2008）. Boundaries and Easement. Sweet & 
Maxwell.



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /AcademyEngravedLetPlain
    /ACaslonPro-Bold
    /ACaslonPro-BoldItalic
    /ACaslonPro-Italic
    /ACaslonPro-Regular
    /ACaslonPro-Semibold
    /ACaslonPro-SemiboldItalic
    /AdobeArabic-Bold
    /AdobeArabic-BoldItalic
    /AdobeArabic-Italic
    /AdobeArabic-Regular
    /AdobeHebrew-Bold
    /AdobeHebrew-BoldItalic
    /AdobeHebrew-Italic
    /AdobeHebrew-Regular
    /AdobeHeitiStd-Regular
    /AdobeMingStd-Light
    /AdobeMyungjoStd-Medium
    /AdobePiStd
    /AdobeSansMM
    /AdobeSerifMM
    /AdobeSongStd-Light
    /AdobeThai-Bold
    /AdobeThai-BoldItalic
    /AdobeThai-Italic
    /AdobeThai-Regular
    /AGaramondPro-Bold
    /AGaramondPro-BoldItalic
    /AGaramondPro-Italic
    /AGaramondPro-Regular
    /AgencyFB-Bold
    /AgencyFB-Reg
    /Aharoni-Bold
    /Algerian
    /Andalus
    /AngsanaNew
    /AngsanaNew-Bold
    /AngsanaNew-BoldItalic
    /AngsanaNew-Italic
    /AngsanaUPC
    /AngsanaUPC-Bold
    /AngsanaUPC-BoldItalic
    /AngsanaUPC-Italic
    /ArabicTypesetting
    /Arial-Black
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialRoundedMTBold
    /ArialUnicodeMS
    /ArnoPro-Bold
    /ArnoPro-BoldCaption
    /ArnoPro-BoldDisplay
    /ArnoPro-BoldItalic
    /ArnoPro-BoldItalicCaption
    /ArnoPro-BoldItalicDisplay
    /ArnoPro-BoldItalicSmText
    /ArnoPro-BoldItalicSubhead
    /ArnoPro-BoldSmText
    /ArnoPro-BoldSubhead
    /ArnoPro-Caption
    /ArnoPro-Display
    /ArnoPro-Italic
    /ArnoPro-ItalicCaption
    /ArnoPro-ItalicDisplay
    /ArnoPro-ItalicSmText
    /ArnoPro-ItalicSubhead
    /ArnoPro-LightDisplay
    /ArnoPro-LightItalicDisplay
    /ArnoPro-Regular
    /ArnoPro-Smbd
    /ArnoPro-SmbdCaption
    /ArnoPro-SmbdDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalic
    /ArnoPro-SmbdItalicCaption
    /ArnoPro-SmbdItalicDisplay
    /ArnoPro-SmbdItalicSmText
    /ArnoPro-SmbdItalicSubhead
    /ArnoPro-SmbdSmText
    /ArnoPro-SmbdSubhead
    /ArnoPro-SmText
    /ArnoPro-Subhead
    /BankGothicBT-Light
    /BankGothicBT-Medium
    /BaskOldFace
    /Batang
    /BatangChe
    /Bauhaus93
    /BellGothicStd-Black
    /BellGothicStd-Bold
    /BellGothicStd-Light
    /BellMT
    /BellMTBold
    /BellMTItalic
    /BerlinSansFB-Bold
    /BerlinSansFBDemi-Bold
    /BerlinSansFB-Reg
    /BernardMT-Condensed
    /BickhamScriptPro-Bold
    /BickhamScriptPro-Regular
    /BickhamScriptPro-Semibold
    /BirchStd
    /BlackadderITC-Regular
    /Blackletter686BT-Regular
    /BlackoakStd
    /BodoniMT
    /BodoniMTBlack
    /BodoniMTBlack-Italic
    /BodoniMT-Bold
    /BodoniMT-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed
    /BodoniMTCondensed-Bold
    /BodoniMTCondensed-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed-Italic
    /BodoniMT-Italic
    /BodoniMTPosterCompressed
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /BradleyHandITC
    /BritannicBold
    /Broadway
    /BroadwayBT-Regular
    /BrowalliaNew
    /BrowalliaNew-Bold
    /BrowalliaNew-BoldItalic
    /BrowalliaNew-Italic
    /BrowalliaUPC
    /BrowalliaUPC-Bold
    /BrowalliaUPC-BoldItalic
    /BrowalliaUPC-Italic
    /BrushScriptMT
    /BrushScriptStd
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /CalifornianFB-Bold
    /CalifornianFB-Italic
    /CalifornianFB-Reg
    /CalisMTBol
    /CalistoMT
    /CalistoMT-BoldItalic
    /CalistoMT-Italic
    /Calligraphic421BT-RomanB
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /Castellar
    /CataneoBT-Regular
    /Centaur
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturySchoolbook
    /CenturySchoolbook-Bold
    /CenturySchoolbook-BoldItalic
    /CenturySchoolbook-Italic
    /ChaparralPro-Bold
    /ChaparralPro-BoldIt
    /ChaparralPro-Italic
    /ChaparralPro-Regular
    /CharlemagneStd-Bold
    /Chiller-Regular
    /CityBlueprint
    /ColonnaMT
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CommercialPiBT-Regular
    /CommercialScriptBT-Regular
    /Complex
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /CooperBlack
    /CooperBlackStd
    /CooperBlackStd-Italic
    /CopperplateGothic-Bold
    /CopperplateGothic-Light
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CordiaNew
    /CordiaNew-Bold
    /CordiaNew-BoldItalic
    /CordiaNew-Italic
    /CordiaUPC
    /CordiaUPC-Bold
    /CordiaUPC-BoldItalic
    /CordiaUPC-Italic
    /CountryBlueprint
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CourierStd
    /CourierStd-Bold
    /CourierStd-BoldOblique
    /CourierStd-Oblique
    /CurlzMT
    /DaunPenh
    /David
    /David-Bold
    /DFKaiShu-SB-Estd-BF
    /DilleniaUPC
    /DilleniaUPCBold
    /DilleniaUPCBoldItalic
    /DilleniaUPCItalic
    /DokChampa
    /Dotum
    /DotumChe
    /Dutch801BT-Bold
    /Dutch801BT-BoldItalic
    /Dutch801BT-ExtraBold
    /Dutch801BT-Italic
    /Dutch801BT-Roman
    /EccentricStd
    /EdwardianScriptITC
    /Elephant-Italic
    /Elephant-Regular
    /EngraversMT
    /ErasITC-Bold
    /ErasITC-Demi
    /ErasITC-Light
    /ErasITC-Medium
    /EstrangeloEdessa
    /EucrosiaUPC
    /EucrosiaUPCBold
    /EucrosiaUPCBoldItalic
    /EucrosiaUPCItalic
    /EuphemiaCAS
    /EuroRoman
    /EuroRomanOblique
    /EuroSig
    /FangSong
    /FelixTitlingMT
    /FootlightMTLight
    /ForteMT
    /FranklinGothic-Book
    /FranklinGothic-BookItalic
    /FranklinGothic-Demi
    /FranklinGothic-DemiCond
    /FranklinGothic-DemiItalic
    /FranklinGothic-Heavy
    /FranklinGothic-HeavyItalic
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumCond
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FrankRuehl
    /FreesiaUPC
    /FreesiaUPCBold
    /FreesiaUPCBoldItalic
    /FreesiaUPCItalic
    /FreestyleScript-Regular
    /FrenchScriptMT
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /GaramondPremrPro
    /GaramondPremrPro-It
    /GaramondPremrPro-Smbd
    /GaramondPremrPro-SmbdIt
    /Gautami
    /GDT
    /Generic
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /GiddyupStd
    /Gigi-Regular
    /GillSansMT
    /GillSansMT-Bold
    /GillSansMT-BoldItalic
    /GillSansMT-Condensed
    /GillSansMT-ExtraCondensedBold
    /GillSansMT-Italic
    /GillSans-UltraBold
    /GillSans-UltraBoldCondensed
    /Gisha
    /Gisha-Bold
    /GloucesterMT-ExtraCondensed
    /GothicE
    /GothicG
    /GothicI
    /GoudyOldStyleT-Bold
    /GoudyOldStyleT-Italic
    /GoudyOldStyleT-Regular
    /GoudyStout
    /GreekC
    /GreekS
    /Gulim
    /GulimChe
    /Gungsuh
    /GungsuhChe
    /Haettenschweiler
    /HarlowSolid
    /Harrington
    /HGGothicE
    /HGGothicM
    /HGGyoshotai
    /HGKyokashotai
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGMinchoB
    /HGMinchoE
    /HGPGothicE
    /HGPGothicM
    /HGPGyoshotai
    /HGPKyokashotai
    /HGPMinchoB
    /HGPMinchoE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGPSoeiPresenceEB
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSGothicM
    /HGSGyoshotai
    /HGSKyokashotai
    /HGSMinchoB
    /HGSMinchoE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSoeiPresenceEB
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiPresenceEB
    /HighTowerText-Italic
    /HighTowerText-Reg
    /HoboStd
    /HolidayPiBT-Regular
    /Impact
    /ImprintMT-Shadow
    /InformalRoman-Regular
    /IrisUPC
    /IrisUPCBold
    /IrisUPCBoldItalic
    /IrisUPCItalic
    /IskoolaPota
    /ISOCP
    /ISOCP2
    /ISOCP3
    /ISOCPEUR
    /ISOCPEURItalic
    /ISOCT
    /ISOCT2
    /ISOCT3
    /ISOCTEUR
    /ISOCTEURItalic
    /Italic
    /ItalicC
    /ItalicT
    /JasmineUPC
    /JasmineUPCBold
    /JasmineUPCBoldItalic
    /JasmineUPCItalic
    /JokermanLetPlain
    /Jokerman-Regular
    /JuiceITC-Regular
    /KaiTi
    /Kalinga
    /Kartika
    /KodchiangUPC
    /KodchiangUPCBold
    /KodchiangUPCBoldItalic
    /KodchiangUPCItalic
    /KozGoPro-Bold
    /KozGoPro-ExtraLight
    /KozGoPro-Heavy
    /KozGoPro-Light
    /KozGoPro-Medium
    /KozGoPro-Regular
    /KozGoProVI-Medium
    /KozMinPro-Bold
    /KozMinPro-ExtraLight
    /KozMinPro-Heavy
    /KozMinPro-Light
    /KozMinPro-Medium
    /KozMinPro-Regular
    /KozMinProVI-Regular
    /KristenITC-Regular
    /KunstlerScript
    /Latha
    /LatinWide
    /Leelawadee
    /Leelawadee-Bold
    /LetterGothicStd
    /LetterGothicStd-Bold
    /LetterGothicStd-BoldSlanted
    /LetterGothicStd-Slanted
    /LevenimMT
    /LevenimMT-Bold
    /LilyUPC
    /LilyUPCBold
    /LilyUPCBoldItalic
    /LilyUPCItalic
    /LithosPro-Black
    /LithosPro-Regular
    /LucidaBright
    /LucidaBright-Demi
    /LucidaBright-DemiItalic
    /LucidaBright-Italic
    /LucidaCalligraphy-Italic
    /LucidaConsole
    /LucidaFax
    /LucidaFax-Demi
    /LucidaFax-DemiItalic
    /LucidaFax-Italic
    /LucidaHandwriting-Italic
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSans-Typewriter
    /LucidaSans-TypewriterBold
    /LucidaSans-TypewriterBoldOblique
    /LucidaSans-TypewriterOblique
    /LucidaSansUnicode
    /Magneto-Bold
    /MaiandraGD-Regular
    /MalgunGothicBold
    /MalgunGothicRegular
    /Mangal
    /Marlett
    /MaturaMTScriptCapitals
    /Meiryo
    /Meiryo-Bold
    /Meiryo-BoldItalic
    /Meiryo-Italic
    /MesquiteStd
    /MicrosoftHimalaya
    /MicrosoftJhengHeiBold
    /MicrosoftJhengHeiRegular
    /MicrosoftSansSerif
    /MicrosoftUighur
    /MicrosoftYaHei
    /Microsoft-Yi-Baiti
    /MilanoLet
    /MingLiU
    /MingLiU-ExtB
    /Ming-Lt-HKSCS-ExtB
    /Ming-Lt-HKSCS-UNI-H
    /MinionPro-Bold
    /MinionPro-BoldCn
    /MinionPro-BoldCnIt
    /MinionPro-BoldIt
    /MinionPro-It
    /MinionPro-Medium
    /MinionPro-MediumIt
    /MinionPro-Regular
    /MinionPro-Semibold
    /MinionPro-SemiboldIt
    /Miriam
    /MiriamFixed
    /MisterEarlBT-Regular
    /Mistral
    /Modern-Regular
    /MongolianBaiti
    /Monospace821BT-Bold
    /Monospace821BT-BoldItalic
    /Monospace821BT-Italic
    /Monospace821BT-Roman
    /Monotxt
    /MonotypeCorsiva
    /MoolBoran
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MT-Extra
    /MVBoli
    /MyriadPro-Black
    /MyriadPro-BlackIt
    /MyriadPro-Bold
    /MyriadPro-BoldCond
    /MyriadPro-BoldCondIt
    /MyriadPro-BoldIt
    /MyriadPro-Cond
    /MyriadPro-CondIt
    /MyriadPro-It
    /MyriadPro-Light
    /MyriadPro-LightIt
    /MyriadPro-Regular
    /MyriadPro-Semibold
    /MyriadPro-SemiboldIt
    /Narkisim
    /NiagaraEngraved-Reg
    /NiagaraSolid-Reg
    /NSimSun
    /NuevaStd-BoldCond
    /NuevaStd-BoldCondItalic
    /NuevaStd-Cond
    /NuevaStd-CondItalic
    /Nyala-Regular
    /OCRAExtended
    /OCRAStd
    /OCRB
    /OldDreadfulNo7BT-Regular
    /OldEnglishTextMT
    /OneStrokeScriptLetPlain
    /Onyx
    /OratorStd
    /OratorStd-Slanted
    /PalaceScriptMT
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /PanRoman
    /Papyrus-Regular
    /Parchment-Regular
    /ParkAvenueBT-Regular
    /Perpetua
    /Perpetua-Bold
    /Perpetua-BoldItalic
    /Perpetua-Italic
    /PerpetuaTitlingMT-Bold
    /PerpetuaTitlingMT-Light
    /PlantagenetCherokee
    /Playbill
    /PMingLiU
    /PMingLiU-ExtB
    /PoorRichard-Regular
    /PoplarStd
    /PrestigeEliteStd-Bd
    /Pristina-Regular
    /Proxy1
    /Proxy2
    /Proxy3
    /Proxy4
    /Proxy5
    /Proxy6
    /Proxy7
    /Proxy8
    /Proxy9
    /Prx1
    /Prx2
    /Prx3
    /Prx4
    /Prx5
    /Prx6
    /Prx7
    /Prx8
    /Prx9
    /Raavi
    /RageItalic
    /RageItalicLetPlain
    /Ravie
    /Rockwell
    /Rockwell-Bold
    /Rockwell-BoldItalic
    /Rockwell-Condensed
    /Rockwell-CondensedBold
    /Rockwell-ExtraBold
    /Rockwell-Italic
    /Rod
    /RomanC
    /RomanD
    /RomanS
    /RomanT
    /Romantic
    /RomanticBold
    /RomanticItalic
    /RosewoodStd-Regular
    /SansSerif
    /SansSerifBold
    /SansSerifBoldOblique
    /SansSerifOblique
    /ScriptC
    /ScriptMTBold
    /ScriptS
    /SegoePrint
    /SegoePrint-Bold
    /SegoeScript
    /SegoeScript-Bold
    /SegoeUI
    /SegoeUI-Bold
    /SegoeUI-BoldItalic
    /SegoeUI-Italic
    /ShowcardGothic-Reg
    /Shruti
    /SimHei
    /Simplex
    /SimplifiedArabic
    /SimplifiedArabic-Bold
    /SimplifiedArabicFixed
    /SimSun
    /SimSun-ExtB
    /SmudgerAltsLetPlain
    /SmudgerLetPlain
    /SnapITC-Regular
    /Square721BT-Roman
    /Staccato222BT-Regular
    /Stencil
    /StencilStd
    /StylusBT
    /SuperFrench
    /Swiss721BT-Black
    /Swiss721BT-BlackCondensed
    /Swiss721BT-BlackCondensedItalic
    /Swiss721BT-BlackExtended
    /Swiss721BT-BlackItalic
    /Swiss721BT-BlackOutline
    /Swiss721BT-Bold
    /Swiss721BT-BoldCondensed
    /Swiss721BT-BoldCondensedItalic
    /Swiss721BT-BoldCondensedOutline
    /Swiss721BT-BoldExtended
    /Swiss721BT-BoldItalic
    /Swiss721BT-BoldOutline
    /Swiss721BT-Italic
    /Swiss721BT-ItalicCondensed
    /Swiss721BT-Light
    /Swiss721BT-LightCondensed
    /Swiss721BT-LightCondensedItalic
    /Swiss721BT-LightExtended
    /Swiss721BT-LightItalic
    /Swiss721BT-Roman
    /Swiss721BT-RomanCondensed
    /Swiss721BT-RomanExtended
    /Syastro
    /Sylfaen
    /Symap
    /Symath
    /Symbol
    /SymbolMT
    /Symeteo
    /Symusic
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /Technic
    /TechnicBold
    /TechnicLite
    /TektonPro-Bold
    /TektonPro-BoldCond
    /TektonPro-BoldExt
    /TektonPro-BoldObl
    /TempusSansITC
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /TraditionalArabic
    /TraditionalArabic-Bold
    /TrajanPro-Bold
    /TrajanPro-Regular
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga
    /TwCenMT-Bold
    /TwCenMT-BoldItalic
    /TwCenMT-Condensed
    /TwCenMT-CondensedBold
    /TwCenMT-CondensedExtraBold
    /TwCenMT-Italic
    /TwCenMT-Regular
    /Txt
    /UniversalMath1BT-Regular
    /UniversityRomanAltsLetPlain
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /VinerHandITC
    /VinetaBT-Regular
    /Vivaldii
    /VladimirScript
    /Vrinda
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


